
「NPO等活動⽀援による社会課題解決事業」 令和６年度採択事業
（団体名五⼗⾳順）

事業 関連するSDGsゴール 概要 団体（所在地）

⼈に会わないために⼈に会う
〜不登校・ひきこもりの若者が空き家を活⽤し⾃分らし
く働ける場所を創造する〜

・貧困をなくそう（ゴール１）
・働きがいも経済成⻑も（ゴール８）
・住み続けられるまちづくりを（ゴール11）
・つくる責任つかう責任（ゴール12）

⼈⼝減少による空き家が問題となっており社会課題となっている。⼀⽅で、⾃分の働き⽅を⾒い
だせずに苦しむ若者も多いのが現状である。そこで、⼈に会うことに対して⽣きづらさを感じる若者
達が空き家を改修し、宿泊施設（⺠泊施設）を開設・運営することで⾃分らしく働ける場所を
作る。多くの就労⽀援が既存の企業に就職するものが多いのに対し、⾃分たちが働きやすい環境
を作り、⼈に会わないために⼈に会い、一つずつ作り上げていく場所で、⾃分の「働く」そして「生き
る」ため模索を作る事業である。

特定⾮営利活動法⼈
キリンこども応援団
（泉佐野市）

天満橋の常設LGBTQセンターで、若者がLGBTQや
ジェンダー平等を学ぶ機会を提供

・貧困をなくそう（ゴール１）
・すべての⼈に健康と福祉を（ゴール３）
・質の⾼い教育をみんなに（ゴール４）
・ジェンダー平等を実現しよう（ゴール５）
・安全な⽔とトイレを世界中に（ゴール６）
・働きがいも経済成⻑も（ゴール８）
・⼈や国の不平等をなくそう（ゴール10）
・住み続けられるまちづくりを（ゴール11）
・つくる責任つかう責任（ゴール12）
・海の豊かさを守ろう(ゴール14)
・陸の豊かさも守ろう(ゴール15)
・平和と公正をすべての⼈に(ゴール16)
・パートナーシップで⽬標を達成しよう(ゴール17)

常設LGBTQセンター「プライドセンター⼤阪」を活⽤し、特に中⾼⽣向けのLGBTQやジェンダー
平等に関するプログラムを開発し、クラスやグループ単位での⾒学・学習の受け⼊れを⾏う。また、
500冊以上のLGBTQに関する書籍を揃えたミニ図書館のある居場所（オープンスペース）に、
常設の学習スペースを設け、無料開放する。若者がLGBTQやジェンダー平等を学ぶことで、
LGBTQも⽣きやすい社会を、特に地⽅に広げることを意図している。

特定⾮営利活動法⼈
虹⾊ダイバーシティ
（⼤阪市）

フリースクールをセカンドプレイスに︕
・貧困をなくそう(ゴール１)
・すべての⼈に健康と福祉を(ゴール３)
・質の⾼い教育をみんなに(ゴール４)

現在不登校の児童⽣徒は全国で約30万⼈にのぼり、フリースクールの『新しい教育の選択肢』と
しての役割は⽇に⽇に増している。その役割において、いままでの居場所としての役割から『新たな
教育の選択肢』としてシフトチェンジが求められている。フリースクールが名実ともに『新たな教育の
選択肢』となれるよう、教育の質を向上させ、SDGsゴール４”質の⾼い教育をみんなに”を⽬的に
据え、⼦ども達の教育を受ける権利・機会を守っていく。

NPO法⼈ろーたす
（⼤阪市）


